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1.　混合飼料の糖質源 とし て多量 の糖質中 に少量及び

微量の他種糖質を添加し た場合，それらの添加糖 が動物

に及ぼす影響を生長は勿論その他諸般 の観点 か ら 調 べ

た。

2.　白鼠 の飼料 の標準組成 を,カ ゼイ ン22.0%, 脂肪9.0

％, 塩類混合2.5%, ビタ ミン混合1.0%, 糖質源65.5%

とし ，基本飼料には荊糖 のみを用い正対照用 とし た。 こ

の糖質中の3% に今回は難消化物で あるペ クチン,繊 維，

寒天 を添加し た。 又夫 々の飼 料にイ ノシ トール も 添 加

し，各添 加糖の動物の栄養に対する影響を，見かけ の生

長及び各栄養効串 に よって比較検討を行っ た。

3.　①　見かけ の体重は繊維添加群 が優 れ，次い で燕

糖群，ペ クチン群，寒天群の順になっ た。尚イ ノシ トー

ル の影響は はっきり見 られなかった。

②　各栄養効率で比較 すると，蕉糖群 が最 も優 れ，難

消化 糖質3 ％添加群 は何 れも劣 ってい た。

③　各群 につい て飼料摂 取量や，飼 料の質 と，夫 々の

栄養効率 の内容 との関連 を検討し た。


